
今江選手に野球を教わったよ
五城目一中PTA研修部と町PTA連合会では、千葉ロッテ
マリーンズの今江敏晃選手の講演会を開催しました。
野球教室も開かれ、五城目一中・五城目小の野球部員
はプロのアドバイスをたくさんもらいました。（この後、今江
選手は東北楽天イーグルスへの入団が発表されました）

今月のひとコマ 平
成
2
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1
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発
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発
行
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／
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町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
過
ぎ
し
年
は
、
皆
さ
ま
か
ら
町
政
に
対
す
る
絶
大

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
昭
和
30
年
に
１
町
４
村
が
合
併
し
、
新
生
五
城
目

町
と
し
て
町
制
を
施
行
し
て
か
ら
60
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
11
月
３
日
に
は
町
制
施
行
60
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
お
祝
い
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
本
町
で
は
初
め
て
と
な
る
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
に
本
町
の
元
気
と
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
の
新
た
な
消
防
防
災
の
活
動
拠
点
と
し
て
建
設

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
新
消
防
庁
舎
が
完
成
し
、
本
格
的
に

業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
庁
舎
の
完
成
を
契
機
と

し
て
、
よ
り
一
層
の
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
、
町

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
改
修
を
し
て
お
り
ま
し
た
屋
内
温
水
プ
ー
ル

の
完
成
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
町
総
合
発
展
計
画
に

基
づ
き
所
要
の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

迎
え
た
平
成
28
年
は
、
教
育
及
び
生
活
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
五
城
目
小
学
校
及
び
し
尿
処
理

施
設
の
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
３

年
目
を
迎
え
最
終
年
度
と
な
る
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
活
動
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
修
等
を
行
っ
た
町
内
会
の
集
会
所
を

活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
安

全･

安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
核
と
し
た
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
と
い
う
大
き
な
課
題
を
見
据
え

な
が
ら
、
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
、
町
民
と
行
政
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
進
め
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
の
創
生
に

向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

結
び
に
、
迎
え
た
申
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
町
政
に

対
す
る
一
層
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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五
城
目
町
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
は
郷
土
を
愛
し
五
城
目
町
民
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、歴
史
と
伝
統
を

う
け
つ
ぎ
創
造
性
ゆ
た
か
な
町
を
つ
く
る
願
い

を
こ
め
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自
然
と
親
し
み
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
た
が
い
に
助
け
あ
い

思
い
や
り
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
教
育
を
進
め

文
化
の
香
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
元
気
で
働
き

活
力
に
満
ち
た
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
き
ま
り
を
守
り
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

五
城
目
町
長

渡

邉

彦
兵
衛



第
５
次
行
政
改
革
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
地
方
分
権
時
代
に
即
応
で

き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に

関
す
る
改
革
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、

庁
舎
内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
例
規
集
の
簿
冊

編
集
を
廃
止
し
ま
す
。

例
規
集
廃
止
の
代
替
と
し
て
、

来
年
度
か
ら
議
会
運
営
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
例
規
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
閲
覧
や
議
会
運
営
な

ど
に
活
用
し
ま
す
。

五
城
目
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
策
定
審
議
会
を

３
回
開
催
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
総
合
戦
略
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
少
な
く

と
も
45
年
間
、
転
出
数
が
転
入
数

を
上
回
っ
て
い
る
現
状
な
ど
を
踏

ま
え
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
一
層
促
進
す

る
た
め
の
就
労
や
生
活
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
合
計
特

殊
出
生
率
を
向
上
さ
せ
、
社
会
減

の
速
度
を
抑
制
し
よ
う
と
、
結
婚

と
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
町
の
人
口
長
期
見
通
し
を
、

平
成
52
年
は
６
、２
８
９
人
、
平
成

72
年
は
４
、７
５
６
人
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
で
は
、「
し
ご
と
づ
く

り
」、「
移
住
定
住
対
策
」、「
少
子

化
対
策
」
の
三
つ
の
基
本
目
標
を

定
め
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

現
在
、
基
本
目
標
に
基
づ
く
具

体
施
策
を
検
討
し
、
若
者
が
希
望

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、
総
合
戦
略
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て
、

県
下
水
道
課
と
環
境
整
備
課
が
合

同
で
、
国
に
、
補
助
事
業
の
対
象

に
で
き
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
の
建
設
は
緊
急

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
国
か

ら
県
に
対
し
、
広
域
圏
で
の
モ
デ

ル
的
な
事
業
の
提
案
な
ど
を
要
請

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

新
た
な
補
助
制
度
が
創
設
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
幹

事
会
で
は
、
県
市
町
村
課
が
２
０

４
０
年
の
県
全
体
の
し
尿
処
理
施

設
の
配
置
案
と
し
て
、
県
内
を
６

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
集
約
し
て
、
し
尿
を
処
理
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

配
置
案
等
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で

の
計
画
と
合
わ
せ
て
、
秋
田
市
へ

の
搬
入
も
含
め
た
広
域
的
な
検
討

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

早
朝
健
診
と
、
追
加
健
診
の
受

診
状
況
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
30
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
方
を

対
象
と
し
た
特
定
健
康
診
査
で
１
、

０
０
７
人
、
75
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
後
期
高
齢
者
健
診
で
４
２
８

人
、
胃
が
ん
検
診
で
９
８
３
人
、

胸
部
検
診
で
１
、５
２
４
人
、
大
腸

が
ん
検
診
で
１
、４
９
４
人
、
前
立

腺
が
ん
検
診
で
５
５
２
人
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
で
２
９
３
人
の
方

が
受
診
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
受
診
勧
奨
コ
ー
ル
・

リ
コ
ー
ル
事
業
で
は
、
県
の
が
ん

検
診
受
診
勧
奨
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
、
大
腸
が
ん
検
診
の
過
去
３
年

未
受
診
者
に
電
話
で
受
診
を
勧
め
、

受
診
者
は
昨
年
度
よ
り
82
人
多
い

１
、４
９
４
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健
診
後
は
、
メ
タ
ボ
傾
向
に
あ

る
方
を
対
象
に
、
健
診
の
結
果
説

明
、
食
生
活
の
改
善
、
運
動
指
導

等
を
行
な
う
「
い
き
い
き
健
康
教

室
」
を
実
施
す
る
な
ど
、引
き
続
き
、

町
民
の
健
康
維
持
・
増
進
や
、
疾

病
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

10
月
15
日
現
在
、
東
北
農
政
局

秋
田
支
局
発
表
の
水
稲
の
作
況
指

数
は
、
全
県
、
県
中
央
部
と
も
「
１

０
３
」
の
や
や
良
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
末
現
在
の
県
内
に
お
け
る

一
等
米
比
率
は
、
91
・
１
㌫
と
昨

年
に
比
べ
０
・
１
㌽
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
町
分
の
一
等
米
比

率
は
、
11
月
20
日
現
在
で
87
・
１

㌫
と
、
昨
年
同
期
に
比
べ
３
・
２

㌽
減
少
し
て
い
ま
す
。

今
年
５
月
か
ら
朝
市
の
魅
力
と

賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
に
、
定
期

市
の
な
い
日
曜
日
に
、
臨
時
日
曜

朝
市
を
９
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

臨
時
日
曜
朝
市
に
は
、
46
人
の

新
規
出
店
者
が
登
録
さ
れ
、
定
期

市
に
な
い
販
売
品
目
と
若
い
世
代

の
出
店
者
や
来
場
者
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
定
期
市
の
日
曜
開
催
日

へ
出
店
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
大

き
な
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
朝
市
振
興
の

み
な
ら
ず
、
新
た
な
観
光
振
興
へ

つ
な
が
る
よ
う
、
来
年
度
は
臨
時

日
曜
朝
市
を
定
期
市
の
日
曜
開
催

日
に
移
行
し
、
定
期
市
へ
の
融
合

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
除
雪
は
、
こ
れ
ま
で

委
託
を
受
け
て
い
た
１
社
が
撤
退

し
、
新
た
に
１
社
が
参
入
し
、
委

託
業
者
は
昨
年
度
と
同
じ
９
社
で

行
い
ま
す
。

除
雪
の
受
け
持
ち
路
線
は
、
除

雪
効
率
の
向
上
を
第
一
に
、
重
複

路
線
や
空
白
路
線
が
な
い
よ
う
に

調
整
を
図
り
、
委
託
業
者
と
契
約

を
結
び
ま
し
た
。
ま
た
、
国
道
２

８
５
号
と
県
道
の
歩
道
の
除
雪
は
、

町
が
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国

道
２
８
５
号
と
県
道
の
歩
道
は
県

が
行
い
、
町
道
の
歩
道
は
町
が
行

い
ま
す
。

自
治
体
が
登
録
し
た
公
共
施
設

を
対
象
に
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

提
案
を
募
集
し
、
優
れ
た
提
案
を

総
務
省
の
事
業
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
「
公
共
施
設
の
オ
ー

プ
ン
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
」
に
旧
大
川
小
学
校
を
登
録
し
、

提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
旧
大
川
小
校
舎
の
有

効
活
用
の
た
め
、
平
成
28
年
度
も

引
き
続
き
、
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
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個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
な
ど

12
議
案
を
原
案
通
り
可
決
・
同
意

12
月
町
議
会
定
例
会

12
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
、
平

成
27
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、「
町
個
人
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
条
例
制
定
」
や

「
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
」
な
ど
12
議
案
が
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
初
日
・
７
日
本
会

議
で
の
町
長
の
行
政
報
告
を
抜
粋

し
て
掲
載
し
ま
す
。

可決・同意された
主な議案

町個人番号の利用等に関する
条例の制定
　マイナンバー制度の開始に伴
い、法律に基づく個人情報の提供
に関し必要な事項を定めました。

馬場目岳周辺自然ふれあい施
設盆城庵及び町地域資源活用
総合交流促進施設清流の森の
指定管理者の指定
　盆城庵と清流の森の指定管理者
をこれまでと同様、清流の会とし
ました。

平成27年度一般会計補正予算
　積立金に1億1,288万円、除雪
事業費に4,303万円、子ども・
子育て支援費負担金に260万
円、担い手・農地総合対策推進事
業に420万円、学校給食管理運
営費に234万円、タブレット端
末導入環境整備128万円など1億
5,893万円の増。補正後の累計
額を60億7,815万円としました。

監査委員の選任
　監査委員の任期満了に伴い、引
き続き本間信義さん（帝釈寺・
66歳）が再任されました。

行政報告を行う
渡邉町長

平成27年12月７日から
11日まで開催された
12月議会定例会

例
規
集
の
印
刷
を
廃
止
し

タ
ブ
レ
ッ
ッ
ト
を
導
入

総　

務　

課

若
者
が
希
望
を
持
て
る

地
域
社
会
を
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
課

水
稲
作
況
指
数
は
１
０
３

一
等
米
比
率
は
87
・
１
㌫

農
林
振
興
課

臨
時
日
曜
朝
市
を

定
期
市
へ
融
合
を
検
討

商
工
振
興
課

除
雪
を

９
業
者
に
委
託建　

設　

課

旧
大
川
小
学
校

利
活
用
提
案
を
募
集

学
校
教
育
課

し
尿
処
理
施
設
建
設
は

広
域
的
に
検
討住

民
生
活
課

健
康
維
持
・
増
進

疾
病
予
防
に
努
力健康

福
祉
課



平
成
27
年
分
所
得
税
と
平
成
28

年
度
町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
平

成
28
年
２
月
８
日
㈪
～
３
月
15
日

㈫
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

に
実
施
し
ま
す
。（
日
程
は
８
㌻
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）

相
談
時
間
は
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
（
受
け
付

け
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
）

で
す
。

申
告
し
て
い
た
だ
く
所
得
は
町

県
民
税
の
み
な
ら
ず
、
国
民
健
康

保
険
税
の
所
得
割
課
税
や
他
の
保

険
料
等
算
定
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

所
得
状
況
を
よ
く
知
る
方
が
申

告
し
、
納
得
の
い
く
課
税
と
な
る

よ
う
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

各
種
証
明
書
が
交
付
で
き
な
く
な

る
ほ
か
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
平
成
27
年
１
月
～
12
月

ま
で
の
１
年
間
収
入
が
無
い
場
合

で
も
、
町
で
は
収
入
の
有
無
を
把

握
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
収
入
の

無
い
こ
と
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
本

町
に
住
所
の
あ
る
方
で
次
に
該
当

す
る
方

❶�

不
動
産
（
小
作
料
を
含
む
）・
営

業
・
農
業
・
一
時
・
雑
所
得
（
年

金
等
）・
譲
渡
所
得
等
給
与
以
外

の
所
得
が
あ
っ
た
方
で
所
得
税

に
係
る
確
定
申
告
書
を
提
出
し

て
い
な
い
方

❷�

給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
の

事
業
所
か
ら
の
給
与
の
あ
る
方

や
中
途
就
・
退
職
の
方
で
、
所

得
税
の
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い

な
い
方

❸�

給
与
所
得
者
で
あ
る
が
、
事
業

所
か
ら
の
給
与
支
払
報
告
書
が

町
に
未
提
出
の
方

❹�

給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
済
み

の
方
で
あ
っ
て
も
、
各
種
控
除

（
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
特

別
控
除
等
）
を
受
け
る
方

❺�

平
成
27
年
中
に
生
命
保
険
が
満

期
と
な
り
満
期
返
戻
金
収
入
の

あ
っ
た
方
や
、
死
亡
保
険
金
等

の
収
入
の
あ
っ
た
方

申
告
す
る
必
要
が
な
い
方

❶�

１
か
所
の
事
業
所
か
ら
の
給
与

の
み
で
、
所
得
税
の
年
末
調
整

が
さ
れ
て
い
て
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出

さ
れ
て
い
る
方

❷�

フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
、
ｅ
‐
Ｔ

Ａ
Ｘ
、
そ
の
他
の
方
法
で
確
定

申
告
を
さ
れ
る
方

申
告
に
必
要
な
も
の

１
．�

印
鑑
、
還
付
金
の
振
込
先
口

座
情
報
（
還
付
申
告
の
際
に

申
告
者
本
人
の
口
座
が
必
要

で
す
）

２
．
所
得
計
算
に
必
要
な
も
の

❶�

給
与
収
入
の
あ
る
方
は
、
勤
務

先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収

票
、
ま
た
は
事
業
主
の
給
与
支

払
証
明
書

❷�

年
金
収
入
の
あ
る
方
は
、
公
的

年
金
、
年
金
基
金
や
企
業
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票

❸�

自
営
業
の
方
は
、
営
業
所
得
計

算
書
と
仕
入
・
売
上
等
を
記
録

し
た
帳
簿
、
必
要
経
費
の
領
収

書
❹�

農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
農
協

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
平
成

27
年
分
農
業
所
得
に
係
る
取
引

明
細
書
」
や
収
入
と
必
要
経
費

な
ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
領
収

書
な
ど
と
そ
れ
ら
を
基
に
記
帳

し
た
「
収
支
計
算
記
帳
簿
」

３
．
各
種
控
除
に
必
要
な
も
の

❶�

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
等
控
除
支
払
証
明

書
❷�

寄
附
金
の
採
納
証
明
書
、
ま
た

は
領
収
書
、
受
領
証
等

❸�

配
偶
者
・
扶
養
控
除
対
象
者
に

収
入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

人
の
平
成
27
年
中
の
収
入
金
額

が
わ
か
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票

等
）

❹�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

障
害
者
手
帳
ま
た
は
役
場
健
康

福
祉
課
が
交
付
す
る
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書

❺�

平
成
27
年
中
に
住
宅
を
取
得
し
、

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
住
宅
に
係
る
登
記

事
項
証
明
書
、
契
約
書
、
借
入

金
残
高
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票

❻�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

平
成
27
年
中
に
医
療
機
関
に
支

払
っ
た
金
額
が
確
認
で
き
る
領

収
書
、
高
額
医
療
費
給
付
金
や

医
療
保
険
か
ら
受
給
が
あ
っ
た

場
合
は
そ
の
金
額
が
確
認
で
き

る
書
類

※�

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
確
認

書
が
必
要
な
方
は
税
務
課
窓
口

で
発
行
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
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所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告

相
談
の
際
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
納
付
確
認
書
が
必
要

な
方
は
、
健
康
福
祉
課
窓
口
で

発
行
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

町
健
康
福
祉
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
０
８
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

納
付
確
認
書
は

健
康
福
祉
課
で
発
行

1　申告と納税は期限内に
�　�　平成27年分の確定申告書の受付
期間は、次のとおりです。�
　▶所得税
　　２月16日㈫～３月15日㈫
　▶消費税（個人事業者）
　　１月４日㈪～３月31日㈭�
　▶贈与税
　　２月１日㈪～３月15日㈫
　　�　納税は振替納税をご利用くだ
さい。�

　▶所得税　振替日：４月20日㈬�
　▶消費税（個人事業者）
　　　　　　振替日：４月25日㈪�

2　�インターネットで
　　確定申告・納税ができます
　�　国税庁ホームページ�（www.
nta.go.jp）の「確定申告書等作
成コーナー」から、電子申告
（e-TAX）が、簡単な操作で行う
ことができます。�
　�　また、税務署提出用の申告書等

を印刷することもできます。�
　�　「e-TAX」のご利用にあたって
は、ICカードリーダライタの準
備、利用者識別番号の取得、電子
証明書の登録などの事前の手続き
が必要です。��

3　確定申告書作成会場は
　　「フォーラムアキタ」���
　�　「申告書作成会場」は、所得税（譲
渡所得を含む）・消費税・贈与税の
申告書を作成する会場です。�
　�　なお、税務署内には申告書作成会
場を設置しておりません。�
　▶会　場　�秋田県労働会館「フォー

ラムアキタ」（秋田市中
通６丁目７−36）�

　　※�専用駐車場がありませんので、
公共交通機関をご利用くださ
い。�

　▶開設期間　2月16日㈫
　　　　～3月15日㈫の平日�

　　※�土曜・日曜は休みですが、２

月21日と２月28日の日曜に
限り、開設します。�

　▶開設時間　午前９時～午後４時�
　　※�作成会場は大変混雑しますの

で、なるべく早い時間帯にお
越しください。

4　復興特別所得税について�
　�　平成25年分から平成49年分ま
で、復興特別所得税（原則として
各年分の所得税額の2.1㌫）を所得
税と併せて申告・納付することと
されています。�
　�　確定申告書の作成に当たって
は、復興特別所得税の記載漏れの
ないようにご注意ください。�
　�　国税庁ホームページの「�確定
申告書等作成コーナー�」をご利
用いただければ、画面の案内に
従って金額などを入力することに
より、税額などが自動的に計算さ
れ、誤りのない申告書を作成する
事ができます。

秋田北税務署からのお知らせ�
～平成27年分所得税・消費税・贈与税の確定申告について～

お問い合わせ
五城目町役場　税務課�
（☎018・852・5144）

確定申告に関するお問い合わせ　秋田北税務署（☎845・1161）
（確定申告に関する税務署へのお問い合わせは、音声案内に従い、「０番」を選択して下さい）
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消
費
税
増
税
に
反
対
だ
。
と
よ
く
言
わ
れ

る
け
ど
、
そ
も
そ
も
消
費
税
は
何
に
使
わ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
私
が
税
に
つ
い
て
抱
い
た
疑
問

で
す
。
確
か
に
消
費
税
が
高
く
な
っ
て
、
買

う
物
全
て
が
値
上
が
り
す
る
の
は
、誰
に
と
っ

て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
お
金
は
必
ず
私
た
ち
の
生
活

に
役
立
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。そ
う
考
え
る
と
、

一
緒
く
た
に
消
費
税
増
税
に
は
反
対
だ
と
は

言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う

事
で
私
は
税
の
は
た
ら
き
を
少
し
調
べ
て
み

ま
し
た
。

税
は
国
の
平
成
27
年
度
当
初
予
算
の
歳
入

の
六
割
弱
を
占
め
て
お
り
、
日
本
の
政
治
経

済
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
税
収
の
ト
ッ

プ
３
は
、
消
費
税
、
所
得
税
、
法
人
税
と
な
っ

て
い
る
上
に
、
国
の
歳
出
で
は
、
社
会
保
障

が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
消
費

税
増
税
は
私
た
ち
の
生
活
や
暮
ら
し
を
苦
し

め
る
だ
け
で
な
く
、
良
い
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
、
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
社
会
保
障
と
は
ど
ん
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
制
度
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な

も
の
で
、
例
え
ば
、
社
会
保
険
、
社
会
福
祉
、

公
的
扶
助
、
保
健
医
療
、
公
衆
衛
生
な
ど
の

し
く
み
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
身
近
で
言

う
と
、
社
会
福
祉
の
面
で
、
小
・
中
学
校
の

教
科
書
が
無
償
化
さ
れ
て
い
た
り
、
保
健
医

療
の
面
で
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
原
則
三

割
の
一
部
負
担
金
で
、
私
た
ち
は
、
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
日
本
の
社
会
保
障
は
、
他
の
先
進

国
よ
り
も
低
い
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
を
聞
く
と
、
日
本
は
何
を
し
て
い
る

の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
２
０

０
９
年
度
の
国
民
負
担
率
を
比
べ
る
と
、
日

本
38
・
９
％
、
英
が
49
・
２
％
、
独
が
52
・

０
％
、
仏
62
・
４
％
と
、
さ
ほ
ど
高
く
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
所
得
税
、
住
民
税
の
負

担
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
、
少
な

い
税
で
比
較
的
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

確
か
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
、
税
は

必
要
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
税

が
無
く
な
っ
た
世
界
を
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。高額

な
教
育
費
に
よ
り
、
教
育
を
ま
と

も
に
受
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
そ

れ
ま
で
守
ら
れ
て
い
た
治
安
も
警
察
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
悪
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
他
に
は
、
け
が
を
し
て
し
ま
っ
て
も
救
急

車
の
有
料
化
に
よ
っ
て
使
い
づ
ら
く
、
ま
た
、

病
院
に
行
け
た
と
し
て
も
十
分
な
治
療
費
が

払
え
な
い
こ
と
か
ら
、
治
療
も
ま
ま
な
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
世
界
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
世
界
平
和
も
何
も
な
い
と

思
い
ま
す
。
平
和
主
義
な
日
本
国
民
で
あ
る

私
た
ち
だ
っ
た
ら
、
そ
ん
な
世
界
は
許
せ
な

い
と
思
い
ま
す
。

税
は
、
私
た
ち
の
生
活
、
心
を
豊
か
に
し
、

多
文
化
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
を
、
支
え
合

い
の
精
神
で
、
一
つ
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
今
回
調
べ
て
み
て
、
税
が
心
を

も
豊
か
に
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
自
分
が
大
人
に

な
っ
て
納
税
す
る
時
、
そ
の
事
を
思
い
出
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
お
き
た
い
で

す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

今
月
号
で
は
、
秋
田
北
地
区
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞

し
た
小
玉
悠
妙
歌
さ
ん
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

秋
田
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
受
賞
作
品

税
の
あ
る
世
界
に
生
ま
れ
た
私
は

五
城
目
第
一
中
学
校
３
年　
　
　

小
玉
悠
妙
歌

※�相談時間　午前９時〜正午、午後１時〜午後３時（受付時間は午前８時30分〜午後３時）
※都合がつかない場合は、割当外の会場でも申告相談ができます。
※予備日は、大変混雑しますので、早めの申告相談をお願いします。

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会
場

五　城　目
２
／
８
月
広
ヶ
野
・
希
望
ヶ
丘
・
今
町

御
蔵
町
・
小
池
町
・
川
原
町

新
町
・
一
番
町

役場４階
「大会議室」

９
火
田
町
・
古
川
町
・
長
町

10
水
紀
久
栄
町
・
新
畑
町
・
矢
場
崎

な
な
く
ら（
仮
称
）

12
金
米
沢
町
・
畑
町
・
仲
町

馬　場　目

15
月
帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

ふれあい
センター

16
火
寺
庭
・
小
野
台
・
中
村

平
ノ
下
・
水
沢

17
水
恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

富　津　内

18
木
下
山
内
・
上
山
内

富津内地区
　　公民館

19
金
富
田
・
黒
土（
１
・
２
区
）

22
月
八
田
・
台
御
蔵
下
・
脇
乙

23
火
落
合
・
高
千
・
北
々
口
・
小
倉

五　城　目

24
水
築
地
町
・
昭
辰
町
・
雀
舘

役場４階
「大会議室」

25
木
舘
町
・
中
川
原
・
下
高
崎
・
久
保

26
金
中
高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

29
月
上
樋
口（
上
・
下
）・
樋
口

上
田
町
・
新
里
町

３
／
１
火
岩
城
町
・
東
磯
ノ
目

西
磯
ノ
目

森　山

２
水
岡
本
１
区
・
野
田

森山地区
公 民 館

３
木
岡
本
２
区
・
浦
横
町

内　川

４
金
湯
ノ
又（
１
～
４
区
）・
小
川
口

生きがい
センター

７
月
浅
見
内（
１
～
６
区
）

大　川

８
火
大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

９
水
大
川
２
・
３
区

10
木
石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

11
金
下
樋
口
・
西
野

予備日

14
月
予
備
日
と
し
ま
す
。

役場４階
「大会議室」

15
火
予
備
日
と
し
ま
す
。

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程

12
月
２
日
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
で
、

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
、
保
護
者
会

が
協
力
し
て
、
も
ち
つ
き
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

み
ん
な
で
力
い
っ

ぱ
い
、
重
い
杵
と
う

す
で
、
炊
き
立
て
の

つ
や
つ
や
の
も
ち
米

か
ら
、
ぺ
っ
た
ん
こ
、

ぺ
っ
た
ん
こ
と
、
も

ち
つ
き
を
し
、
お
い

し
い
お
も
ち
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
お

も
ち
は
、
お
正
月
よ
り
ひ
と
足
先
に
、
あ

ん
こ
も
ち
と
つ
ゆ
も
ち
に
し
て
み
ん
な
で

お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
、
秋
田
育
ち
の
歌
手
・

ジ
ョ
エ
ル
さ
ん
が
五
城
目
一
中
吹
奏
楽
部

と
コ
ラ
ボ
し
た
五
城
目
一
中
新
校
舎
竣
工

記
念
ソ
ン
グ
「
ビ
リ
ー
ブ
～
僕
ら
の
未
来

～
」
と
町
出
身
の
ギ
タ
リ
ス
ト
本
間
貴
士

さ
ん
の
曲
に
ジ
ョ
エ
ル
さ
ん
ら
が
歌
詞
を

つ
け
た
「
ザ
・
リ
バ
ー
」
の
２
曲
が
収
録

さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
15
日
、
ジ
ョ
エ
ル
さ
ん
か
ら
「
東

日
本
大
震
災
の
支
援
に
役
立
て
て
」
と
、

こ
の
Ｃ
Ｄ
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
Ｃ
Ｄ
は
、
定
価
１
、
０
０
０
円
で
、

町
内
で
は
、
道
の
駅
五
城
目
、
パ
ン
の
店

あ
っ
た
か
小
町
、
荒
要
商
店
で
お
買
い
求

め
が
で
き
ま
す
。

　
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
で
も
ち
つ
き
会

全国朝市サミット協議会から
感 謝 状

保護司の鈴木進さんが
法務大臣表彰を受賞

このほど、青森県八戸市で、全国朝市サミット
が開催され、町朝市振興委員会委員長を務められ
た伊藤幸司郎さん（故人・長町）と渡邉正志さん（76
歳・長町）に全国朝市サミット協議会から感謝状
が贈られました。
伊藤さんと渡邉さんは、朝市まつりの実施やサ

ミットの開催などを通し、朝市出店者間の親睦に
尽力されました。

11月19日、秋田市文化
会館で県更生保護大会が開
かれ、潟上湖東地区保護司
会の鈴木進さん（76歳・野
田）が、法務大臣表彰を受
けられました。
鈴木さんは平成13年12月から保護司を務めら

れ、家庭裁判所で保護観察処分を受けた犯罪や非
行を犯した人や、刑務所から仮出所を許された人
などへ指導や助言を行い、生活相談をはじめとし
て社会復帰への手助けとなる、更生をサポートす
る活動を続けられました。
また、伊藤篤子さん（石崎・71歳）は全国保護

司連盟理事長表彰を、清水清孝さん（今町・69歳）
は東北地方保護司連盟会長表彰を受けられました。渡邉正志さん㊧と故伊藤幸司郎さんの奥様の伊藤清子さん

五
城
目
一
中
新
校
舎
竣
工
記
念
ソ
ン
グ
Ｃ
Ｄ

売
り
上
げ
の
一
部
を
寄
附

重い杵はおじいちゃんと
一緒に持ちました

ジ
ョ
エ
ル
さ
ん
㊨
と
小
松
教
育
長

鈴木　進さん
（76歳・野田）



「
何
で
も
よ
く
食
べ
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ

と
」
が
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣

と
□

□
さ
ん
。
き
り
た
ん
ぽ
作

り
が
得
意
で
、
ご
近
所
で

は
お
い
し
い
と
評
判
だ
そ

う
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
寺
の
集

ま
り
な
ど
で
み
ん
な
と
会

話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

特
技
は
野
菜
作
り
と
□

□
さ
ん
。
種
苗
交
換
会
で

入
賞
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
夫
の
小
太
郎

さ
ん
は
今
年
の
４
月
に
90

歳
を
迎
え
ら
れ
、
ご
夫
婦

そ
ろ
っ
て
の
お
祝
い
と
な

り
ま
し
た
。

「
二
人
で
仲
良
く
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
」
が
長
寿

の
秘
訣
と
の
こ
と
で
す
。

馬
場
目
一
の
美
人
で
有

名
だ
っ
た
と
い
う
□
□
□

さ
ん
。
走
る
の
が
得
意
で
、

運
動
会
で
は
よ
く
１
位
を

と
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
「
何
で

も
食
べ
る
こ
と
」。
親
戚

が
遊
び
に
来
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

きりたんぽ作りが得意

□□□□さん
（長　町）

夫婦そろって90歳

□□□□□さん
（湯ノ又１区）

かけっこが得意

□□□□□さん
（町　村）
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♦90歳を迎えられた方（12月20日現在）
11月21日　□□　□□さん（田　　町）	11月22日　□□　□□さん（長　　町）
11月22日　□□□□□さん（湯ノ又１区）	12月 2日　□□□□□さん（町　　村）

■ 健 診 ■
28日　乳児健康診査（４・７・10か月）
対象　平成27年９月、６月、３月生まれ
受付　12時45分〜13時15分
場所　役場１階保健室

29日　１歳児健康相談
対象　平成26年11月〜12月生まれ
　　　平成27年１月生まれ
受付　10時〜10時30分
場所　役場１階保健室

■ そ の 他 ■
20日　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
時間　10時〜正午
場所　ケアセンター五城目

12日・26日　母子健康手帳交付
受付　９時〜15時
場所　健康福祉課
※�交付日以外で交付を希望される方は、事
前にご連絡ください。

町健康福祉課　☎852・5180

「
わ
ん
パ
ー
ク
」
は
子
育
て
の
相

談
・
遊
び
場
の
提
供
を
行
う
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
も
り
や

ま
こ
ど
も
園
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
育
て
さ
れ
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
育
て
仲
間
を
見
つ
け
た
い
方
、

お
子
さ
ん
の
お
友
達
づ
く
り
を
し

た
い
方
、
広
く
安
全
な
場
所
で
遊

ば
せ
た
い
方
、

お
子
さ
ん
を
遊

ば
せ
な
が
ら
、

子
育
て
や
お
子

さ
ん
の
健
康
な

ど
に
つ
い
て
一

緒
に
お
話
し
し

て
み
ま
せ
ん

か
。
楽
し
い
遊

び
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼��

対　

象　

�

町
内
の
保
育
園
等
入

園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
（
乳
児
も
大

歓
迎
で
す
）

▼
時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜

午
前
11
時
30
分

▼
場　

所　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

▼
１
月
19
日
㈫

　

「
鬼
の
お
面
を
作
ろ
う
」

お
問
い
合
わ
せ　

も
り
や
ま
こ
ど
も
園（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
）

□□□□□ちゃん
（今　町）

□□　□□ちゃん
（田　町）

□□　□□くん
（下山内）

□□　□□ちゃん
（紀久栄町）

□□□□□ちゃん
（紀久栄町）

□□　□□くん
（下山内）

□□　□□ちゃん
（新畑町）

在宅介護され
ている方や関心
のある方を対象
に、介護予防の
ための講話と実
技指導を行いま
す。

▼日　時　１月７日㈭　午前10時〜午後11時30分

▼会　場　朝市ふれあい館

▼テーマ　�在宅支援のための介護予防・オムツの講習
会

▼講　師　㈱ピーベリー　代表取締役　児玉美幸さん

えがおカフェは、物忘れで困っている人やご家族、認
知症を予防したいと思っている人、認知症の人を支えた
いと思っている人が集まって、お茶のみや相談をすると
ころです。
多くの方のご参加をお待ちしています。

▼日　時　１月29日㈮　午後１時30分〜午後３時30分

▼会　場　�大川地区公民館（大川農村環境改善センター）

▼参加費　100円（飲み物やお菓子代）

▼内　容　・認知症に関する話
　　　　　・�脳活性化のための脳トレメニュー
　　　　　・�認知症に限らず、生活上のお悩みや困りご

と、介護予防や介護保険サービス利用の相談
※�えがおカフェに協力いただけるボランティアの方も募
集しています。

お申し込み・お問い合わせ　町地域包括支援センター（☎855・1070）

介護予防教室を
行います

えがおカフェ（認知症カフェ）に
参加してみませんか

１月19日は、
鬼のお面をつくる予定です

１月７日は、
正しいオムツの付け方を学びます。



２
０
１
５
年
の
で
き
ご
と

▲�２月25日　秋田県市町村未来づくりプログラム・五城目プロジェクト
による大規模改修をしていた屋内温水プールが完成。専用の水中歩
行用のプールを備え、水泳のほかに水中運動教室などを開始。

▲ �10月21日　富津内下山内に
町消防庁舎、訓練塔が完成。ド
クターヘリなどの臨時離着陸
場も併設。

▲ �10月18日　広域五城目体育館で町制施行60
周年記念NHKのど自慢を開催。

　

昨
年
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め
で

は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
話
題
な

ど
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
集
め
２
０
１
５
年

を
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
年
も
広
報
紙
の
編
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▲�３月31日　大川小が138年の歴史に幕。4月か
らは五城目小に統合。

▲ �定期市のない日曜日に、試験的に臨時日
曜朝市を開催。

▲ �8月12日　交通死亡事故ゼロ、1,000日
を達成。現在も継続中。

▲ �7月12日　広域五城目体育館で第26回
秋田追分全国大会を開催。

▲ �10月1日　創業を支援する「あきた創業
サポートファンド」が設立。

▲ �8月6日　第１回まち・ひと・しごと創生総
合戦略策定審議会を開催。

▲ �9月24日　秋田銀行と「空き家の利活用
等に関する地方創生連携協定」を締結。

▲ �11月３日　町制施行60周年記念式典を開催。60年の歩み
を振り返り、新たな町の発展を誓い合う。

▲ �10月25日　五城目朝市500年記念マラソンを
開催。1,022人が参加。

◀ �8月15日　町民センターで町
新成人を祝うつどいを開催。

▲ �11月6日　トンネルや橋を整備した国道
285号中津又道路が開通。

▲ �8月15日　雀館運動公園などできゃどっ
こまつり2015が開催。

▲ �5月　クラウドファ
ンディングによる
シェア・ビレッジ町
村が開村。
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１
月
21
日
▼�

災
害
時
の
復
旧
に
向
け

て
、東
北
地
方
整
備
局
秋

田
河
川
国
道
事
務
所
と

覚
書
を
締
結
。

２
月
25
日
▼�

秋
田
県
市
町
村
未
来
づ

く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
五
城

目
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

大
規
模
改
修
を
し
て
い

た
屋
内
温
水
プ
ー
ル
が

完
成
し
、水
中
運
動
教
室

モ
デ
ル
事
業
を
開
始
。

３
月
31
日
▼�

大
川
小
学
校
が
閉
校
。

４
月
１
日
▼�

五
城
目
小
と
大
川
小
が

統
合
。

４
月
３
日
▼�

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

告
示
。南
秋
田
郡
選
挙
区

（
定
数
１
）で
平
山
晴
彦

さ
ん
が
無
投
票
当
選
。

５
月

▼�

古
民
家
を
活
用
す
る

「
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
町
村
」

が
開
村
。

５
月
３
日
▼�

朝
市
振
興
の
一
環
と
し

て
、
定
期
市
以
外
の
第

１
・
第
３
日
曜
日
臨
時
朝

市
を
開
設
。

７
月
１
日
▼�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
小
熊
隆
博
さ
ん
が

着
任
。

７
月
２
日
▼�

湖
東
３
町
商
工
会
が
、３

町
共
通
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
を
発
行
。

７
月
12
日
▼�

第
26
回
秋
田
追
分
全
国

大
会
を
開
催
。武
田
幸
之

助
さ
ん（
井
川
町
）が
優
勝
。

８
月
６
日
▼�

第
１
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
策

定
審
議
会
を
開
催
。

８
月
12
日
▼�

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、１
、

０
０
０
日
を
達
成
。

９
月
24
日
▼�

秋
田
銀
行
と「
空
き
家
の

利
活
用
等
に
関
す
る
地

方
創
生
連
携
協
定
」を
締

結
。

10
月
１
日
▼�
県
中
央
部
の
本
町
な
ど

３
市
３
町
１
村
と
秋
田
信

用
金
庫
、運
営
・
管
理
を

す
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱
に

よ
る
創
業
を
資
金
面
と

経
営
面
で
支
援
す
る「
あ

き
た
創
業
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ

ン
ド
」が
設
立
。

10
月
１
日
▼�

国
勢
調
査
実
施
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
も
可

能
に
。

10
月
５
日
▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス

タ
ー
ト
。

10
月
18
日
▼�

広
域
五
城
目
体
育
館
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
開

催
。

10
月
21
日
▼�

消
防
庁
舎
が
下
山
内
に

完
成
。10
月
27
日
か
ら
業

務
を
開
始
。

10
月
25
日
▼�

１
、０
２
２
人
が
参
加
し

た
五
城
目
朝
市
５
０
０
年

記
念
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
。

11
月
１
日
▼�

武
田
和
栄
さ
ん
が
副
町

長
に
再
任
。

11
月
３
日

▼�

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式

典
を
開
催
。渡
邉
忠
陸
さ

ん
（
広
ケ
野
）
と
猿
田
由
男

さ
ん（
舘
町
）
を
町
功
労
者

と
し
て
表
彰
。吹
奏
楽
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、作
文
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
、橋
本
五

郎
さ
ん
記
念
講
演
、天
地

人
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
行
う
。

11
月
６
日

▼�

国
道
２
８
５
号
中
津
又
道

路
が
開
通
。

12
月
18
日
▼�

旧
富
津
内
小
学
校
跡
地

の
太
陽
光
発
電
施
設
が

売
電
を
開
始
。



アメリカのお正月には、豆やキャベツ、
リング状のケーキを食べます

Happy New Year!
It’s the start of a new year, and everyone is 
excited to welcome 2016. Let’s talk about five 
traditional New Year’s foods in America.

First, we have beans. They are small and resemble 
coins, so many people believe they bring good 
luck. Second, we have greens. Greens, such as 
cabbage and spinach, represent paper money, 
and are believed to bring money in the upcoming 
year. Third, we have pork. Pigs are considered 
lucky because they root forward, symbolizing 
progress. Fourth, we have fruits. Fruits with 
many seeds, such as pomegranates, represent 
prosperity. Lastly, we have cakes. Ring shaped 
cakes symbolize returning to the 
beginning of a new year.

So, what kind of New Year’s 
foods do you eat in Japan?

Everyone, thank you very much 
for everything this past year, as 
well as the year ahead.

明けましておめでとうございます
新年が始まり、2016年をわくわくして迎えていると

思います。アメリカの新年の食べ物についてお話ししま
しょう。

１つ目は、豆です。小さくて硬貨に似ているので、幸
運をもたらすと信じられています。２つ目は、葉物野菜
です。キャベツやホウレンソウといった葉物野菜は、紙
幣のようで、新年にお金をもたらすと信じられています。
３つ目は豚肉です。豚は鼻でまっすぐに掘っていくので、
進歩を象徴していて、幸運をもたらすと思われています。
４つ目は、果物です。ザクロのようなたくさんの種があ
る果物は、繁栄を表しています。最後はケーキです。リ
ング状のケーキは、新年の始まりに戻ることを表して
います。

では、日本ではど
のような新年の食べ
物を食べますか。

皆さん、昨年はあ
りがとうございまし
た。これからもよろ
しくお願いします。

♦�「
未
来
を
生
き
る
私
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

進
行
中
！

最
近
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
五
城
目
高
校
×
明
治
大
学
国
際
日
本
学
部

の
連
携
授
業
〜
思
い
っ
き
り
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
」。

生
徒
た
ち
に
、
多
様
な
対
話
の
機
会
や
地

域
の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
、
と
考
え

ら
れ
て
た
県
立
五
城
目
高
校
と
、
地
域
で
の

実
践
を
通
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
探
さ
れ
て
い
て
、
私
（
石
田
）

の
長
年
の
親
友
の
明
治
大
学
の
岸
磨
貴
子
さ

ん
（
教
育
工
学
）
を
お
つ
な
ぎ
す
る
こ
と
で
、

こ
の
授
業
が
実
現
し
ま
し
た
。

五
城
目
町
で
は
、
多
く
の
若
者
が
高
校
を

卒
業
す
る
と
、
進
学
や
仕
事
を
求
め
て
町
を

出
て
行
く
現
状
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
私

た
ち
協
力
隊
の
よ
う
に
、
都
市
か
ら
地
方
や

農
山
村
に
移
住
し
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
築
こ
う
と
す
る
動
き
が
各
地
で
起
き
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
移
住
者
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
る
町
民
が
交
わ
り
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ

た
潜
在
的
な
資
源
を
発
掘
す
る
視
点
を
提
供

し
合
う
異
種
混
淆
性
が
生
ま
れ
、
既
に
あ
っ

た
地
域
の
資
源
と
か
け
あ
わ
せ
る
形
で
新
し
い

「
価
値
」
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

色
々
な
世
界
を
見
る
た
め
に
、
町
を
出
て

様
々
な
体
験
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で

し
ょ
う
。
一
方
で
、
今
見
い
だ
さ
れ
つ
つ
あ

る
地
域
の
可
能
性
、
胎
動
を
す
こ
し
で
も
感

じ
て
ほ
し
い
、
今
回
の
授
業
に
は
そ
ん
な
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
異
種
混
淆
性
を
少
し
で
も

体
感
し
て
ほ
し
い
。
ま
ち
づ
く
り
と
同
じ
で
、

他
者
と
の
対
話
の
中
で
こ
そ
、
自
分
の
資
源

や
可
能
性
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
に
、
明
治
大
学
の
大
学
生
と
対
話
を
重

ね
て
、
都
市
か
ら
や
っ
て
き
て
地
域
づ
く
り

を
し
て
い
る
私
た
ち
も
混
ぜ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
高
校
を
卒
業
後
ど
の
よ
う
に
自
分
の

人
生
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
考
え
て
み
る
。
そ

ん
な
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

♦
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
月
に
開
催

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
来
年
の
２
月
。
明

治
大
学
の
学
生
が
五
城
目
に
２
泊
３
日
で

や
っ
て
き
て
、
自
分
の
未
来
を
描
い
て
み
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
を
行
い
ま
す
。

私
が
大
学
生
の
と
き
に
、
東
北
に
縁
農
体

験
に
来
た
こ
と
が
、
今
、
五
城
目
で
暮
ら
す

原
点
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
大
の
学
生

に
と
っ
て
も
、
五
城
目
に
触
れ
て
、
地
域
の

方
々
と
話
す
こ
と
は
大
き
な
刺
激
や
学
び
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
高
校
生
、
大
学
生
の
と

き
を
振
り
返
っ
て
も
、
大
学
を
ど
こ
に
す
る

か
だ
け
で
は
な
く
て
、
卒
業
後
ど
う
生
き
る

の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ

は
は
な
か
な
か
簡
単
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
今
よ
り
も
世
界
は
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
少
な
く
と
も
、

現
在
の
私
を
想
像
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
分
が
何
が
得
意
で
、
何
を
し
た
い
の
か
、

何
に
わ
く
わ
く
す
る
の
か
、
そ
れ
は
や
は
り
、

い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
を
知
っ
て
い
る
先
輩
の
こ

と
を
知
っ
た
り
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
。
ど
う
や
っ
て
自
分
の
道
を
編
ん
で
い
け

ば
い
い
の
か
、
ど
う
や
っ
て
わ
く
わ
く
を
探

せ
ば
い
い
の
か
、
す
こ
し
で
も
そ
う
い
う
こ
と

の
糸
口
を
つ
か
ん
で
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。そ

し
て
、一
度
は
町
を
出
て
も
、い
つ
か
戻
っ

て
き
た
り
、
遠
く
に
い
て
も
こ
の
町
の
た
め

に
何
か
し
た
い
と
思
っ
た
り
す
る
種
を
、
ポ

ケ
ッ
ト
に
し
の
ば
せ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。（

今
月
の
担
当
：
石
田
万
梨
奈
）

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
新年の食べ物 のお話です。
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県立五城目高校でお手伝いさせていただいている思いっきりアクティブラーニング

２月に来町予定の明治大学の学生と
スカイプでお話しをする五高生

（敬称略）

�「人権に関する作品募集」
▶奨励賞　児玉　渚（五城目小６年）

第21回岩手県少年・少女レスリング選手権大会
❖小学校５～６年男子の部　＋45kg級Ａ
　▶第１位　佐々木優太（五城目小６年）

❖小学校３年の部　36kg級
　▶第２位　佐々木　愛（五城目小３年）

平成27年度北部杯争奪秋季全県選抜少年柔道大会
❖４年生の部
　▶優　勝　畠山　　凱（五城目小４年・雄武館山中道場）

❖団体低学年の部
　▶優　勝　畠山　　凱（五城目小４年・雄武館山中道場）

第15回きみまち杯柔道大会
❖男子団体
　▶優　勝　　五城目第一中学校柔道部
　▶最優秀賞　小林　　楽（五城目一中２年）

大和松尾寺厄除観音奉納書道展
▶大和松尾寺賞　近藤　乃愛（五城目一中１年）

平成27年度潟上市南秋田郡小・中学校
読書感想文コンクール
▶優秀賞　佐々木稟琉（五城目小２年）

　　　　　小玉悠妙歌（五城目一中３年）

▶優良賞　 原田　菜名（五城目小２年）

　　　　　佐藤　紅花（五城目小５年）

　　　　　小熊ことみ（五城目小５年）

　　　　　原田　莉美（五城目小６年）

　　　　　小玉　実穗（五城目一中３年）

　　　　　石井　千夕（五城目一中３年）

　　　　　京野　　咲（五城目一中１年）

第24回秋田県少年少女川柳大会
❖小学校の部
　▶優秀賞　　北嶋　日和（五城目小６年）

❖中学校の部
　▶最優秀賞　畠山　乃愛（五城目一中１年）

第７回新聞きりぬきコンクール
❖中学生の部
　▶最優秀賞　近藤　乃愛（五城目一中１年）

第54回伊勢神宮奉納書道展
▶毎日新聞社賞　近藤　乃愛（五城目一中１年）
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五
城
目
町
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
新
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
、
町
を
訪
れ
る
若
者
が
多
く
な
り
、
移

住
す
る
人
も
増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
情
報
を
発
信
し
、

五
城
目
か
ら
秋
田
を
変
え
る
、
五
城
目
か
ら
日

本
を
変
え
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

昨
年
、
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
雀
館
公
園
へ

の
さ
く
ら
苗
木
寄
贈
、
靖
国
神
社
境
内
で
の
さ

く
ら
祭
り
参
加
、
千
代
田
区
民
体
育
大
会
で
の

物
販
応
援
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
も
五
城
目
町
発
展
の
た
め
に
、
千
代

田
区
と
の
姉
妹
都
市
交
流
を
中
心
に
協
力
し
て

い
く
予
定
で
す
。

最
後
に
、
本
年
が
五
城
目
町
の
皆
様
お
よ
び

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健
康

で
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
中
は
お
世
話
様
に
な
り
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
テ
ロ
や
異
常
気
象
が
各
地
で
相
次

ぎ
、
世
相
を
表
す
清
水
寺
の
森
貫
主
が
書
い
た

文
字
は
「
安
」
で
し
た
。
新
し
い
年
、
２
０
１

６
年
は
「
安
心
・
安
全
な
社
会
」
と
な
る
よ
う

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

近
畿
五
城
目
会
は
昨
年
、
20
周
年
を
迎
え
５

月
に
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
於
い
て
総
会

と
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
総
会
に
は

町
の
方
か
ら
渡
邉
町
長
、
小
林
町
議
会
議
長
を

含
め
６
名
の
方
々
が
、
そ
し
て
関
東
地
区
「
ふ

る
さ
と
五
城
目
会
」
の
伊
藤
会
長
、
ま
た
、
多

く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
び
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健

勝
に
て
良
き
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
会
長
　
　
伊
　
藤
　
春
　
男

新
年
の
ご
挨
拶

　
近
畿
五
城
目
会
会
長
　
　
川
　
村
　
勝
　
彦

ふ
る
さ
と
五
城
目
会

近
畿
五
城
目
会

　
【
　
短 

　
歌
　
】

好
奇
心
旺
盛
な
る
に
日
々
忙
し

時
間
が
足
り
ぬ
八
十
路
な
り
て
も

	

新
　
町
　
　

山
平
　
富
子

高
齢
の
独
り
暮
ら
し
の
集
合
は

み
ん
な
笑
顔
に
み
ち
み
ち
て
お
り

	

湯
ノ
又
　
　

澤
田
石
和
子

侘
助
の
花
色
異
な
る
三
鉢
を

佳
き
座
に
置
き
て
日
々
を
癒
せ
り

	

畑
　
町
　
　

細
田
ゆ
う
子

思
わ
ざ
る
好
天
に
泳
ぐ
洗
濯
物

得
手
に
帆
を
揚
ぐ
わ
が
心
か
な

	

畑
　
町
　
　

伊
藤
　
義
成

　
【
　
俳 

　
句
　
】

初
空
へ
傘
寿
の
身
構
い
喜
癒
の
影

	

樋
　
口
　
　

猿
田
　
天
鳴

小
春
日
や
手
押
し
車
の
立
話

	

畑
　
町
　
　

本
間
　
惠
子

看
板
の
一
字
欠
け
落
ち
冬
来
る
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町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の
あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（11月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 3件
ふるさと五城目会総会、独身男女の出会いイベント終了
後の打ち合わせ会、小玉康夫さん秋田県文化功労者表彰
記念祝賀会

30,000円

会　費 3件 町芸術文化章授賞式祝賀交流会、湖東３町商工会会員懇
談会懇親会、町内会長会五城目地区協議会懇談会 8,500円

接　遇 7件 千代田区との懇談会、千代田区との昼食会、大槌町訪問
時お土産（5件） 109,800円

その他 10件

町芸術文化章授賞式、ちよだ五城目交流館見学会開所祝
賀会、ふるさと五城目会総会懇親会、農事組合法人山ゆり
設立10周年記念式典、元気な地域づくり支援事業実績報
告会・水沢町内会収穫感謝祭、馬場目地区慰霊祭、税務懇
談会、花だんコンクール表彰式、国道285号線中津又バイパス
開通に伴うお祝いの会、谷地中花だんコンクール受賞祝賀会

64,803円

合 計 23件 213,103円
平成27年４月〜11月の合計 845,437円

　

町長の主な予定（１月）
4／�消防観閲式・出初式（朝市駐車場・

広域五城目体育館）

6／�仕事始めの式（役場）、交通指導
隊初出式（役場）

10／�内川地区新春の集い（生きがいセ
ンター）、森山地区新春の集い（森
山地区公民館）

18／�在京秋田県人新春交歓会（東京都）
19／�県・県内市町村と首都圏企業

との懇談会（東京都）
22／�町内会長会馬場目地区協議会

（町内）

25／�県国民健康保険団体連合会監
事会（秋田市）

31／�婦人会研修会・結核予防婦人
会研修会（町民センター）

町では、11月
に引き続き「五
城目ファン！　
ミーティング！」
と題した若者の
交流イベントを、
東京都千代田区
で開催します。
対象は、町出身の若者や、町に興味を持つ若者です。
首都圏にお子さんやお友達がいらっしゃる方は、ぜ

ひイベントを紹介してください。
▶日　時　１月30日㈯　午後３時から
▶会　場　�アーツ千代田3331　１Ｆラウンジ
　　　　　（東京都千代田区外神田６丁目11−14）
▶対　象　�首都圏在住の20代から40代の町出身者の方

やそのご友人、町に興味を持つ若者
▶内　容　第１部　�意見交換会（ファシリテイター町

地域おこし協力隊　丑田香澄さん）
　　　　　第２部　�交流会（軽食、飲み物付き、参加

費　2,000円）
▶定　員　50人（先着順）
※�参加申し込みは、WEBサイト「五城目HUB」からお
申し込みください。

� 国連大学客員教授の長尾眞文さんを
お招きし「地域産業の次世代継承・
後継者育成を実現するための具体的
な他地域事例をお話いただきます。
五城目町を次世代につなぐための方
法を一緒に考えてみませんか。
【講演会の概要】 
▶開催日　１月24日㈰　午後１時〜３時
▶会　場　朝市ふれあい館
▶内　容　講演「地域を次世代につなぐために」�
▶講　師　�長尾眞文さん
　　　　　�（プロフィール）東京大学特任教授、広島大学名誉

教授、国際基督教大学客員教授、国連大学客員教
授。地球規模の喫緊の問題を解決すべく、持続可
能な地球社会へ向けて地球持続ビジョンを構築
するサスティナビリティー学の第一人者。

▶申し込み 　１月22日㈮まで、次のいずれかの方法で
お申し込みください。

　　　　　❶☎853・5155　❷FAX853・5156
　　　　　❸�Facebookイベントページ
　　　　　　https://www.facebook.com/events/484
　　　　　　397655018879/
　　　　　※先着150人
▶入場料　無料

お問い合わせ
町まちづくり課（☎８５２・５３６１）

お問い合わせ：町地域おこし協力隊
（地域活性化支援センター内　☎853・5155）
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皆様の急用に備えた対応をします。詳しくは、広報12
月号をご覧ください。

戸籍関係（婚姻届など）
の 届 出 は

�町消防署で受け取り、後日、役場
住民生活課で正式に審査・受理し
ます。
事前に役場住民生活課へ相談され
ることをお勧めします。

死 亡 届 は 町消防署（下山内）で受領し、火葬
許可証を発行します。

火 葬 の 予 約 は �町消防署（☎852・2028）へ連絡
してください。

緊 急 の 連 絡 は �緊急の場合は、役場代表電話（☎
852・5100）にお電話ください。
警備会社につながりますが、緊急連
絡網で職員に伝達し対応します。

冬期間の
水道料金について
１月から３月は、積

雪などにより検針が困
難なので、推定料金と
なります。
実際に使用された分

との差額は４月の検針
結果に基づき精算しま
す。ご理解とご協力を
お願いします。
４月には検針ができるよう、３月下旬には

メーター付近の除雪や雪囲いの撤去をお願い
します。
冬期間は水道凍結に十分ご注意ください。

お問い合わせ
町建設課（☎852・5133）

　カラオケがうまくなりたい方、声が前に出るよう
になりたい方、「ボイストレーニング」を受けてみ
ませんか。
　プロの指導でよく通る美声を手に入れましょう。

▼と　き　１月10日㈰
　　　　　・午前10時〜午前10時45分
　　　　　・午後１時30分〜午後２時15分

▼と こ ろ　五城目町地域活性化支援センター
（旧馬場目小学校）

▼講　　師　佐々木泰三さん（青森市在住）

▼レッスン料　500円

▼募集定員　各時間８人まで

▼申込期限　１月９日㈯
※�ストレッチもしますので、動きやすい服装でご参
加ください。

　閉じこもりがち、運動不足になりがちな冬期間に
スポーツ教室で、コミュニケーションを図りなが
ら、こころとカラダをリフレッシュしませんか。

▼日　　程　�毎週金曜日（１月22日、29日、２月
４日、12日、19日、26日）※２月４
日のみ木曜日

▼内　　容　�体力テスト、ラージボール卓球、ソフ
トバレーなど

▼会　　場　広域五城目体育館

▼時　　間　午後７時〜午後８時30分

▼対　　象　18歳〜65歳の方

▼持 ち 物　運動できる服装・室内シューズ

▼参 加 料　�無料（希望者にはスポーツ安全保険を
あっせんします）

▼申込締切　１月20日㈬

　町では、町内会などが自主的に行う防災訓練を支
援します。支援内容は以下のとおりです。
　詳細については、町住民生活課までお問い合わせ
ください。

❶防災に関する出前講座
❷�自主防災アドバイザーの派遣（自主防災組織の運
営、日常的な防災活動、防災知識の普及・啓発など）
❸備蓄品の紹介・サンプル提供

お申し込み・お問い合わせ
五城目地区公民館（生涯学習課内　☎852・4411）

お申し込み・お問い合わせ
中央公民館（生涯学習課内　☎852・4411）

お申し込み・お問い合わせ
町住民生活課（☎852・5112）

国民年金保険料免除等の
申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡と
いった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付すること
が困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予とな
る「保険料免除制度」や「若年者（30歳未満）納付
猶予制度」がありますので、町住民生活課窓口で手
続きをしてください。

お問い合わせ：町住民生活課（☎852・5112）
保険料専用ダイヤル（80570・011・050）

昨年11月８日に実施した
黒土町内会地域支援隊「め組」の防災訓練

▶対　象　者　�　町が発注する物品製造の請負、買入れ、修繕、改造
および売払いに際し行う指名競争入札に参加を希望す
る営業者

▶提出書類　・�指名競争入札参加資格申請書
　　　　　　・�営業経歴書
　　　　　　・�登記簿謄本（法人）、営業証明書（個人）
　　　　　　・�納税証明書の写し（消費税を含む）
　　　　　　・�印鑑証明
　　　　　　・�許可・認可証明書（必要とする業種のみ）
　　　　　　・�暴力団排除に関する誓約書
　　　　　　※�様式は、国土交通省または県の様式でもかまいませ

ん。また、提出書類はファイルとじする必要はあり
ません。

　　　　　　※�申請書提出要領および提出書類の書式は、町ＨＰか
らダウンロードできます。

▶提出方法　�　町内業者は持参とし、町外業者は郵送でも可としま
す。また、提出部数は１部とします。

▶受付期間　２月１日㈪〜２月29日㈪

▶参加資格有効期間　平成28年度・平成29年度の２年間

▶変更などの�届け出　申請書提出後、申請事項に変更が生じた場合
は、速やかに書面で変更の届け出をしてください。

入札参加資格審査申請書を
受け付けます（物品・役務等）

任期満了に伴う五城目町議会議員一
般選挙を、３月27日㈰に行います。
なお、各種日程は下記のとおりです。

▼告 示 日　３月22日㈫

▼投開票日　３月27日㈰

※�立候補予定者説明会は、２月19日㈮
に予定しています。

お問い合わせ
町選挙管理委員会
（☎852・5318）

お問い合わせ
町総務課（☎852・5332）

町議会議員選挙の投開票日は
３月27日㈰です
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献血のお願い

　献血にご協力をお願
いいたします。▲

実施日　１月10日㈰
　　　　　１月11日㈪▲

場　所　�イオンスー
パーセンター
五城目店▲

受付時間�
　午前９時30分〜午前11時30分
　午後１時〜午後３時30分
※�献血にご協力いただいた方には、粗
品を進呈しています。

人権困りごと相談

�　人権などの困りごとについて、人権擁
護委員にお気軽にご相談ください。
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　１月21日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

弁護士による
無料相談会を開催

�　土地、家族、お金などでお困りのこ
とを無料で弁護士に相談することがで
きます。相談は６人まで。事前予約が
必要です。お申し込みは上記問い合わ
せ先まで。▲

日　時　１月24日㈰
　　　　　午後１時〜午後４時▲

会　場　五城館

町観光案内人を募集

　町観光協会の観光案内人「チームお
べたぶり」では、町の観光案内を行う
仲間を募集しています。観光案内の活
動に興味のある方は、ぜひご連絡くだ
さい。
　現在は、主に五城目朝市で観光案内
を行っており、今後徐々に案内ルート
を広げていく予定です。

防衛省採用試験のお知らせ

　防衛省では27年度採用試験を次のと
おり行います。▲

自衛官候補生（三次募集）
・受験資格　�18歳以上27歳未満の男

子
・受　付　２月１日㈪まで
・試　験　２月７日㈰▲

防衛大学校（一般・後期）
・受験資格　高卒（見込みを含む）
　　　　　　21歳未満の者
・受　付　１月20日㈬〜１月29日㈮
・試　験　２月20日㈯▲

予備自衛官補（一般・技能）
・受験資格
　（一般）18歳以上34歳未満の者
　（技能）�18歳以上で国家資格を有す

る者
・受　付　１月８日㈮〜４月８日（㈮
・試　験　�４月15日㈮〜19日㈫まで

の間の指定する１日

林業労働災害に
気をつけましょう

　県内では林業における死亡労働災害
が９、10月に連続発生し、２名の尊い
生命が失われています。
　林業・木材製造業労働災害防止協会
は、「林業死亡労働災害多発警報（２
月29日まで）」を発令しました。同協
会秋田県支部では、発令期間中、緊急
集団指導や現場パトロール等を実施す
るほか、林業事業主に対して、自主安
全パトロールや一斉自主点検の実施等
を要請しています。

環境と文化のむらイベント
体験教室と自然観察会

▲

開催日時とイベント
・１月17日㈰
　「�もちつき体験をしてみよう」自分

でついた餅を味わってみよう。
・１月31日㈰
　「�カンジキで冬の森を散歩しよう」

伝統のカンジキに挑戦！▲

時　間　午前10時〜正午▲

会　場　環境と文化のむら
（野鳥の森）

※�参加は無料。お申し込みは上記問い
合わせ先まで。

内川地区公民館イベントと教室

▶新春の集い
・日　時　１月10日㈰　午前10時〜
・講　演　「町政報告」渡邉町長
・講　演　「楽しく笑って健康人生」
　　　　　上野泰夫さん

（フリーアナウンサー）
※終了後、懇親会を予定しています。
▶木工教室
・日　時　１月23日㈯
　　　　　午前10時〜正午頃

（２回予定）
・製作物　レターラック・表札（ケヤキ）
・材料費　700〜1,000円程度（１回）
・講　師　伊藤誠さん
・申込締切　１月17日㈰

県内の最低賃金は
時間額695円

　平成27年10月７日から、秋田県の
最低賃金は「時間額695円」に改正さ
れています。また、特定最低賃金につ
いても12月24日に改正されました。
・非鉄金属製錬・精製業

……時間額818円
・電子部品等製造業� ……時間額751円
・自動車・同付属品製造業

……時間額790円
・�自動車（新車）、自動車部品・附属品小
売業� ……………………時間額781円

※�詳細は上記問い合わせ先、または最
寄の労働基準監督署まで。

農業者等との意見交換会を
開催します

　町農業委員会では、講話並びに下記
のテーマで農業者等との意見交換会を
開催します。ぜひご参加ください。
▶期　日　１月22日㈮
▶時　間　午後２時〜午後４時
▶会　場　役場２階「正庁」
▶講　話　�演題「“売れます私たちの

米づくり”について」
　　　　　講師　㈲藤岡農産
　　　　　代表取締役　藤岡茂憲さん
▶テーマ　「売るための米づくり」

について

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて　
・11月17日　５万円　□□□□さん
　岡本１区（亡き母　□□□□□さん）
・1１月24日　３万円　□□□□さん
　町　村　（亡き母　□□さん）
・11月24日　３万円　□□□□さん
　谷地中　（亡き父　□□□さん）
・11月26日　３万円　□□□□さん
　畑　町　（亡き祖母　□□さん）
▶寄付金
・11月27日　550円　□□□□□さん

問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先
町健康福祉課（☎852・5180）

問い合わせ先：五城目町観光協会
（商工振興課内　☎852・5222） 問い合わせ先

町農林振興課（☎852・5233）

問い合わせ先
自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
健康福祉課（☎852・5180）
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【訂正とおわび】
　広報ごじょうめ12月号で、身体障
害者相談員の宮城夕里子さんの電話

番号に誤りがありました。
　正しくは、☎852・9410です。
訂正しておわびします。
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お申し込み・問い合わせ先
内川地区公民館（☎854・2314） 問い合わせ先

町農業委員会事務局（☎852・5295）

問い合わせ先
秋田労働基準監督署（☎865・3671）

　１月10日㈰は
「110番の日」です。
　緊急時以外の相
談・連絡などには、
警察相談専用電話
（☎864・9110　
または＃9110）を
ご活用ください。

「ぼくたちの暮らしのそばに110番」

町交通安全協会では、12月４日に飲食店巡回訪問、12月
13日に年末の交通安全キャンペーンを、町交通指導隊、五
城目警察署の協力で行いました。

平成27年飲酒運転等追放競争結果11位（全県25市町村） 平成27年11月末現在



新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

月
・
木

火
・
金

水
・
土

3日・17日（水）　（全町）

11日・14日・18日
15日・18日・22日
25日・29日

12日・15日・19日
12日・16日・19日
23日・26日

13日・16日・10日
13日・17日・20日
24日・27日

13日（土）

27日（土）

8日（月）

9日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

平成27年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　大石　舞雪さん）

「めんどくさい」　この一言が　環境破壊
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◆ 
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で
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○ 食育の日　

○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 食生活改善推進
員養成講座（ケ
アセンター五城
目・13：30～）

○ 五城目一中入学
説明会（五城目
一中・15：00～）

○ 成人の日

○ 元日
○ 消防年始特別警
戒（３日まで）

○ 役場閉庁（１月５
日まで）

○ 朝市サロン介護
予防教室（朝市
ふれあい館・

10：00～）
○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 町内小・中学校２
学期後半授業再
開

○ 高齢者体力つく
り教室（広域五
城目体育館・

9：30～）

○ 雀舘介護予防教
室（雀舘町内会
館・9：30～）

○ 人権困りごとな
んでも相談室
（朝市ふれあい
館・15：00～）

○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 英語であそぼう
（町民センター・

18：00～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ えがおカフェ（大
川地区公民館・

13：30～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・

19：00～）

○ 五城目町・千代
田区児童双方向
交流事業（町内・
11日まで）

○ 役場仕事納めの
式

○ 消防年末年始特
別警戒（３日ま
で）

○ 消防出初式（朝
市駐車場～広域
五城目体育館・

9：00～）

○ 上樋口介護予防
教室（上樋口公
民館・13：00～）

○ 役場仕事始めの
式

○ 町交通指導隊初
出式（役場・

14：00～）

◉ 

割
れ
物
や
刃
物
の
出
し
方

◆ 

ガ
ラ
ス
・
蛍
光
灯
な
ど
の
割
れ
物
や
、
包
丁
・

ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
を
出
す
と
き
は
、

　

1
　 

新
聞
紙
に
包
む
。（
肥
料
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
）

　

2
　

新
聞
紙
に
中
身
の
名
前
を
書
く
。

　

3
　 

外
か
ら
中
身
の
名
前
が
見
え
る
よ
う
、
ご
み

袋
に
入
れ
る
。

◉「
ご
み
の
減
量
」こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

1
　

生
ご
み
は
し
っ
か
り
水
切
り
を
す
る
！

　

2
　

必
要
以
上
の
商
品
は
買
わ
な
い
！

　

3
　

詰
め
替
え
で
き
る
商
品
を
買
う
！

　

4
　

チ
ラ
シ
・
紙
類
は
古
紙
類
と
し
て
出
す
！

　

5
　 

ト
レ
ー
類
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
利
用
す
る
！

◉ 

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
回
収
と
再
利
用
に
つ
い
て

◆ 

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
不
用
の
場
合
は
町
で
回
収
し
、
必

要
な
方
に
お
譲
り
し
ま
す
。

▼
回
収
方
法
　 

き
れ
い
に
洗
っ
て
、
役
場
住
民
生

活
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、

回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

※
注　
　

意
　 

再
利
用
で
き
な
い
も
の
（
ふ
た
に

ゆ
が
み
が
あ
っ
た
り
、
破
損
し
て

い
る
場
合
）
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

ご
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
生
活

課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

し
っ
か
り
覚
え
て

き
れ
い
な
町
に！

C M 5：2 2
（秋田朝日放送）

C M 5：2 5
（秋田朝日放送）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.238

※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成27年11月末現在）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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□　□　□　□ちゃん� 11月 2日� □　・　□　□� 岩　城　町

□　□　　　□ちゃん� 11月 9日� □　□・□　□� 畑　　町

□　□　□　□くん� 11月18日� □　・　□　□� 紀久栄町

□　□　□　□くん� 11月25日� □　・　□　□� 東磯ノ目

□　□　□　□ちゃん� 11月28日� □　□・□　□� 紀久栄町

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！

	 	 	 前月比	 昨年比
人　口	 9,991	 （－19）	（－236）
（男）	 4,652	 （－08）	（－093）
（女）	 5,339	 （－11）	（－143）
世　帯	 4,154	 （－06）	（－046）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
年
も
ま
た
新
し
い

手
帳
に
目
標
を
書
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
昨
年
立
て
た
目
標
は
、

半
分
く
ら
い
達
成
で
き
ま
し
た
。

♥
２
０
１
６
年
の
広
報
ご
じ
ょ

う
め
で
は
、明
る
い
話
題
を
た
く

さ
ん
お
伝
え
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
笹
川
久
美
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
年
度
は
60
周
年
記

念
誌
あ
ゆ
み
の
発
行
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
の
開
催
な
ど
、担
当

業
務
が
た
く
さ
ん
あ
り
、正
月
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
　

と
不
安
で
し
た
が
、た
く
さ
ん
の

方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、ど
う

に
か
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。♠
今
年
も
広
報
ご
じ
ょ
う
め

と
も
ど
も
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
柏
　

和
順
）

平
成
2
8
年
1
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）N
o.9
7
8
　編
集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792
　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
0
1
8（
8
5
2
）5
3
4
2
　6
0
1
8（
8
5
2
）3
1
5
1
　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

□　□　□□□さん	 87歳	 11月13日	仲　　町
□　□　□□□さん	 95歳	 11月14日	蓬　内　台
□□□　□　□さん	 97歳	 11月15日	曙　　町
□　□　□　□さん	 94歳	 11月17日	寺　　庭
□　□　□□□さん	 82歳	 11月18日	浅見内１区
□　□　□□□さん	 99歳	 11月19日	舘　　越
□　□　□　□さん	 93歳	 11月22日	新　　町
□　□　□□□さん	 78歳	 11月23日	舘　　町
□　□　□□□□さん	 90歳	 11月24日	大川１区
□　□　□　□さん	 53歳	 11月25日	水　　沢
□□□　□　□さん	 93歳	 11月29日	恋　　地

「�明るく元気に育ってね♥」
　　　　　パパ・ママから
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